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詩
経
中
の
仁
の
意
味
に
つ
い
て

竹

内

照

夫

次

口
同

は

し

が

き

一
詩
経
中
の
仁
を
存
す
る
編
章

二
叔
子
田
・
直
令
二
編
の
概
観

巴
ん

三

仁

と

人

四
仁
・
人
と
侠だん

五
仁
・
人
と
男

六
叔
・
直
二
編
の
美
且
仁
の
意
味

あ

と

が

き

は

し

が

主

こ
の
小
編
は
、
論
語
中
の
仁
の
的
確
な
意
味
を
求
め
て
な
し
た
試
論
の
、
一
部

分
で
あ
る
。
実
は
「
書
経
・
詩
経
中
の
仁
」
と
題
し
て
、
二
経
を
並
べ
て
扱
う
方

が
私
見
の
開
陳
に
便
利
な
の
で
あ
る
が
、
紙
数
の
こ
と
を
考
え
て
、
詩
経
中
に
限

っ
た
。

、

詩
経
中
の
仁
を
存
す
る
編
章

し

ゅ

く

う

で

ん

昌

弘

ぺ

詩
経
に
仁
の
語
の
見
え
る
の
は
、
鄭
風
の
叔
子
田
お
よ
び
斉
風
の
宜
側
、
こ
れ

北
大
文
学
部
紀
要

ら
二
編
の
み
で
あ
る
o

清
の
玩
元
は
、
小
雅
の
四
月
編
中
の
「
先
祖
匠
人
」
の
句

中
の
人
は
仁
の
義
に
解
す
ベ
し
、
と
言
う
が
(
庇
氏
、
論
語
論
仁
論
|
|
研
経
室

集
第
一
巻
八

l
)、
に
わ
か
に
は
従
え
な
い
。
(
臣
人
の
こ
と
は
別
稿
に
ゆ
ず
る
o
)

毛
詩
の
鄭
風
叔
子
回
お
よ
び
斉
風
車
令
の
、
経
の
全
文
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

叔
子
回
、
巷
無
居
人
、
宣
無
居
人
、
不
如
叔
也
、
淘
美
且
仁
、
(
毛
伝
。
叔
、
大

叔
段
也
。
回
、
取
禽
也
。
巷
、
里
途
也
。
鄭
隻
ο

叔
往
回
、
国
人
注
心
干
叔
、
似
如
無
人

処
。
泊
、
信
也
。
言
叔
信
美
好
而
叉
仁
。
)

叔
子
狩
、
巷
無
飲
酒
、
畳
無
飲
酒
、
不
如
叔
也
、
淘
美
且
好
、
(
笑
。
飲
酒
、
謂

曇
飲
也
。
)

叔
適
野
、
巷
無
服
馬
、
宣
無
服
馬
、
不
如
叔
也
、
淘
美
且
武
、
(
笑
。
適
、
之
也
。

服
馬
、
猶
乗
馬
也
。
)

宜
令
令
、
其
人
美
且
仁
、
(
伝
。
慮
、
田
犬
。
令
令
、
綾
環
声
。
)

け
ん

宜
重
環
、
其
人
美
且
馨
(
伝
。
重
環
、
子
母
環
也
。
)

d
n

古川ド

宜
重
錦
、
其
人
美
且
偲
、
(
伝
。
錦
、
一
環
貫
二
也
。
疏
。
一
大
環
貫
二
小
環
也
。
偲
、

才
也
。
)

こ
の
二
編
は
、
漢
代
に
お
い
て
毛
詩
の
ほ
か
斉
・
魯
・
韓
三
家
の
詩
経
中
に
も

あ
っ
た
こ
と
の
証
と
し
て
、
次
の
諸
項
を
挙
げ
う
る
。

一
。
宋
の
洪
氏
隷
釈
(
続
巻
四
)
に
、
石
経
(
竹
内
、
後
漢
蒸
平
石
経
)
魯
詩
残
碑

百
七
十
三
字
、
:
:
:
又
有
一
段
二
十
余
字
、
零
落
不
成
文
、
惟
有
叔
子
田
一
章

及
女
日
難
八
字
可
読
、
其
間
有
斉
・
韓
字
、
荒
叙
二
家
異
同
之
説
也
、
(
傍
点

竹
内
、
)
と
あ
る
。

3 

二
。
清
の
王
氏
金
石
翠
編
(
巻
十
五
漢
碑
)
に
漢
太
尉
楊
震
碑
の
文
を
収
め
、
そ

の
中
に
、
実
履
忠
貞
、
向
美
且
仁
、
博
学
班
徹
、
臓
障
道
不
該
、
と
あ
る
。
陳
氏

詩
経
四
家
異
文
考
(
二
)
は
こ
の
碑
文
に
つ
い
て
、
向
、
毛
詩
作
淘
、
:
:
:
三

家
今
文
作
向
、
:
:
:
毛
詩
古
文
仮
借
淘
字
、
と
い
う
0
1
1鄭
風
芸
棄
の
、
毛

詩
は
淘
直
且
侯
と
す
る
句
を
、
韓
詩
外
伝
(
巻
二
)
は
伺
直
且
侯
に
作
り
、
鄭
風



詩
経
中
の
仁
の
意
味
に
つ
い
て

竹
内

湊
漏
の
、
毛
詩
は
淘
貯
且
楽
と
す
る
句
に
、
陸
氏
釈
文
は
、
韓
詩
作
悔
、
と
注

す
る
か
ら
、
楊
震
碑
の
陶
美
且
仁
の
出
処
が
と
に
か
く
毛
詩
の
ほ
か
の
詩
に
も

在
る
こ
と
が
分
る
。

三
。
陳
氏
四
家
具
文
考
(
二
〉
の
所
引
に
よ
れ
ば
、
宋
の
萱
氏
広
州
詩
故
は
、
韓

詩
の
遺
文
と
し
て
、
宜
怜
怜
の
句
を
挙
げ
る
。
た
だ
し
鴻
氏
三
家
詩
異
文
疏
証

の
韓
詩
の
部
は
、
ま
た
広
川
詩
故
を
引
い
て
こ
れ
を
否
認
し
、
不
足
信
と
い

。

〉
h
ノ四
。
説
文
解
字
の
犬
部
盤
字
の
項
に
、
弾
、
健
也
、
詩
目
、
直
務
礎
〉
と
あ
り
、

段
注
は
、
登
取
三
家
詩
也
、
と
い
う
。
陳
氏
魯
詩
遺
説
考
(
五
)
は
、
こ
の
説
文

の
説
と
、
玉
篇
の
、
務
、
力
丁
・
力
仁
二
切
、
務
灘
、
声
也
、
亦
作
鱗
、
と
い

う
説
と
に
よ
っ
て
、
宜
務
滋
も
し
く
は
麗
鱗
鱗
は
魯
詩
で
あ
ろ
う
、
と
い
う
。

|
|
魯
詩
た
る
か
否
か
は
に
わ
か
に
決
し
が
た
い
が
、
説
文
の
引
詩
は
、
毛
詩

の
ほ
か
に
も
宜
令
が
伝
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
の
傍
証
に
は
な
る
。

み
ぎ
四
項
は
、
宜
令
に
関
し
て
は
さ
ほ
ど
有
力
で
な
い
が
、
叔
子
閏
・
直
令
が
い

わ
ゆ
る
詩
三
百
の
中
の
二
編
と
し
て
孔
子
よ
り
も
古
く
か
ら
伝
承
さ
れ
て
、
周
代

を
経
て
漢
世
に
至
り
、
諸
家
の
詩
中
に
存
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
の
、
推
定
に
役
だ

っ
o
t
-
-毛
氏
所
伝
の
詩
編
が
こ
と
ζ

と
く
孔
子
よ
り
も
古
い
こ
と
の
、
断
じ
が

た
い
こ
と
は
、
た
と
え
ば
銭
玄
同
が
、
孔
子
の
後
に
詩
編
の
亡
失
や
補
充
が
あ
っ

た
も
の
で
、
毛
詩
中
に
は
漢
代
に
な
っ
て
か
ら
の
増
入
も
あ
る
ら
し
い
、
と
い
う

旨
を
説
く
(
古
史
弁
第
一
冊
答
顧
誤
剛
)
通
り
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
叔
子
田
・
宜

令
の
ご
と
く
、
そ
れ
が
周
代
か
ら
の
伝
承
た
る
こ
と
は
ほ
ぼ
確
実
で
あ
っ
て
も
、

そ
れ
が
真
に
孔
子
よ
り
も
古
い
作
品
た
る
こ
と
を
積
極
的
に
証
明
す
る
こ
と
の
で

き
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
も
は
や
、
作
品
の
内
容
そ
の
も
の
か
ら
、
そ
の
製
作

の
新
古
を
探
る
ほ
か
な
い
。
叔
慮
二
編
の
章
句
に
つ
い
て
は
、
先
秦
の
文
献
に
そ

の
引
挙
が
な
い
。
し
か
し
そ
れ
が
孔
子
よ
り
も
古
い
作
品
で
あ
る
こ
と
は
、
以
下

に
考
究
す
る
と
こ
ろ
の
こ
編
の
美
且
仁
の
句
の
意
味
に
よ
っ
て
、
即
ち
詩
の
文
の

内
容
に
よ
っ
て
証
明
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

ニ
編
の
概
観

叔
子
田
の
詩
は
、
田
猟
す
る
叔
の
人
物
を
ほ
め
て
、
淘
美
且
仁
、
淘
美
且
好
、

州

u

v

」

a

J

p

h

v

淘
美
且
武
、
(
ま
こ
と
に
美
で
仁
、
ま
こ
と
に
美
で
好
、
ま
こ
と
に
美
で
武
、
〉
と
詠
じ
、
宜

令
は
各
章
の
上
句
で
猟
犬
の
頚
環
の
音
を
ひ
び
か
せ
、
下
旬
に
猟
人
の
讃
辞
を
な

ら
べ
て
、
其
人
美
且
仁
、
美
且
車
券
、
美
且
偲
、
と
歌
う
。
ま
ず
美
且
好
・
美
且
武
・

(
淘
は
毛
伝
の
信
也
・
マ
コ
ト
ニ
の
訓
に
異
説
は
な
い
)
美
且
馨
・
美
且
偲
の
意
味
を
検

討
し
、
つ
い
で
美
且
仁
に
進
も
う
。

美
且
好
は
ウ
ル
ハ
シ
ク
姿
ヨ
シ
、
美
且
武
は
ウ
ル
ハ
シ
ク
勇
マ
シ
、
と
解
す
る

こ
と
に
古
来
格
別
の
異
説
は
な
い
。
鄭
襲
は
武
を
有
武
節
と
し
、
即
ち
節
度
ア
ル

勇
武
の
意
と
す
る
が
、
そ
れ
と
て
も
勇
マ
シ
・
ヲ
ヲ
シ
を
否
認
す
る
こ
と
に
は
な

ら
な
い
。

美
且
馨
に
つ
い
て
、
毛
伝
は
好
貌
・
ミ
メ
ヨ
キ
ノ
形
容
と
し
、
こ
れ
は
陳
風
沢

肢
編
の
碩
大
且
巻
の
句
に
対
す
る
毛
伝
の
、
巻
、
好
貌
、
と
い
う
注
に
等
し
い
。

説
文
に
は
、
審
、
髪
好
貌
、
と
あ
り
、
髪
ウ
ツ
ク
シ
ノ
形
容
と
し
、
か
つ
詩
日

其
人
美
且
馨
と
説
い
て
用
例
を
示
す
。

新
注
(
朱
子
集
伝
)
は
、
彊
髪
好
貌
、
と
し
、
ア
ゴ
ヒ
ゲ
・
ビ
ン
ノ
毛
ノ
美
シ

キ
コ
ト
ノ
形
容
と
す
る
。

鄭
筆
は
、
車
券
、
読
当
為
権
、
権
、
勇
壮
也
、
と
い
う
。
馬
氏
通
釈
、
李
氏
紬
義

な
ど
に
よ
れ
ば
筆
の
権
は
も
と
擢
と
あ
っ
た
も
の
、
擢
は
ま
た
捲
・
拳
な
ど
の
字

で
も
表
わ
さ
れ
、
勇
壮
の
義
と
さ
れ
る
。

か
よ
う
に
馨
に
つ
い
て
は
、
姿
ヨ
シ
、
毛
髪
ウ
ツ
ク
シ
、
勇
マ
シ
な
ど
お
よ
そ

三
説
が
あ
る
。

美
且
偲
に
つ
い
て
、
伝
は
才
也
と
し
、
筆
は
才
、
多
才
也
、
と
い
い
、
伝
の
意

を
敷
布
し
て
い
る
。

説
文
に
は
、
偲
、
強
力
也
、
詩
日
其
人
美
且
偲
、
と
あ
る
。
し
か
し
陸
氏
釈
文
が

こ
の
句
に
つ
い
て
引
く
と
こ
ろ
の
説
文
の
詩
で
は
、
偲
、
強
也
、
(
力
字
が
無
い
、
)
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と
あ
る
。
そ
こ
で
馬
氏
通
釈
は
考
証
し
て
、
本
来
説
文
に
は
事
也
も
し
く
は
穿
也

と
あ
り
、
そ
の
義
は
強
也
に
同
じ
で
あ
っ
た
の
だ
が
、
後
世
に
原
字
が
誤
写
さ
れ

て
強
力
と
な
っ
た
も
の
、
従
っ
て
釈
文
所
引
の
方
が
説
文
の
原
文
に
近
い
、
と
説

ノ
¥
。
新
注
は
偲
を
彊
之
貌
と
す
る
。

す
な
わ
ち
偲
に
は
、
才
ア
リ
(
有
能
ノ
)
・
強
シ
・
勇
マ
シ
・
ヒ
ゲ
濃
キ
な
ど
、
お

よ
そ
三
説
が
あ
る
。

さ
て
美
且
馨
・
美
且
偲
に
つ
い
て
諸
説
の
ど
れ
を
採
っ
て
正
解
と
な
す
べ
き

か
。
|
|
毛
詩
宜
令
の
序
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
斉
空
襲
公
を
そ
し
る
詩
で
あ
る
。

し
か
し
全
文
が
美
詞
の
み
で
あ
る
か
ら
、
序
は
こ
う
弁
明
す
る
。

宜
令
刺
荒
也
、
裏
公
好
田
猟
畢
べ
、
市
不
修
民
事
、
百
姓
苦
之
、
故
陳
古
以
風

吾、

す
な
わ
ち
作
詩
の
ね
ら
い
は
風
刺
で
あ
る
と
し
て
も
、
詩
の
文
は
す
べ
て
狩
猟
を

す
る
君
子
の
讃
辞
で
あ
る
こ
と
を
、
序
は
認
め
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

こ
こ
で
い
ま
一
度
全
文
を
眺
め
る
と
、

麗
令
令
、
其
人
美
且
仁
、

車
重
環
、
其
人
美
且
馨
、

車
重
銀
、
其
人
美
且
偲
、

こ
の
単
純
な
形
の
、
猟
犬
の
勇
ん
で
振
り
鳴
ら
す
頚
環
の
音
を
枕
の
句
と
し
て
、

猟
人
を
讃
美
し
よ
う
と
す
る
各
章
の
文
は
、
必
ず
し
も
カ
リ
ウ
ド
が
賢
君
良
主
で

あ
り
、
徳
高
く
n

才
秀
で
て
い
る
こ
と
を
歌
う
と
は
限
ら
ず
、
た
だ
外
面
的
な
ヲ

・
ヲ
シ
サ
・
タ
ノ
モ
シ
サ
の
み
を
歌
う
も
の
に
過
ぎ
ず
、
外
面
的
な
ヲ
ヲ
シ
サ
が
内

面
的
な
徳
や
才
能
を
連
想
さ
せ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
詩
の
余
情
に
過
、
ぎ
な
い
、

北
大
文
学
部
紀
要

と
解
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
つ
ま
り
美
且
仁
・
馨
・
偲
の
句
を
外
形
ノ
ミ
ナ

ラ
ズ
内
面
的
ニ
モ
優
秀
ナ
リ
と
の
趣
旨
に
取
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
、
と
い
う
理
由
は
な

く
、
外
面
的
ニ
美
シ
・
リ
リ
シ
・
勇
マ
シ
な
ど
の
、
外
形
美
詞
と
み
る
方
が
正
解

で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

審
は
姿
ヨ
シ
・
勇
マ
シ
・
毛
髪
ウ
ツ
ク
シ
な
ど
の
ど
れ
に
従
っ
て
も
外
形
美
・

身
体
美
の
表
現
で
あ
る
が
、
そ
の
文
字
が
髪
字
に
従
い
、
説
文
も
髪
ウ
ツ
ク
シ
と

し
、
こ
う
し
た
、
文
字
に
即
し
た
意
味
を
句
中
に
当
て
る
と
、
美
且
馨
は
、
猟
人

の
武
者
ぶ
り
が
み
ご
と
で
、
特
に
ビ

γ
ノ
ア
タ
リ
ノ
形
ノ
ヨ
イ
コ
ト
ヨ
と
ほ
め
た

も
の
と
解
さ
れ
、
句
意
は
十
分
に
通
ず
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
文
字
に
忠
実
な

説
文
や
新
注
の
説
が
採
ら
れ
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
ぜ
ひ
と
も
伝
や
筆
の
説
を
用
い

る
べ
し
と
い
う
理
由
は
な
い
。

陳
風
沢
阪
編
の
、
有
美
一
人
、
碩
大
且
巻
、
と
い
う
句
は
、
下
章
の
、
有
美
一

人
、
碩
大
且
僚
、
と
い
う
句
に
対
し
、
伝
が
、
巻
、
好
貌
、
徹
、
私
的
荘
貌
、
と
説

く
の
は
、
恐
ら
く
正
解
で
あ
ろ
う
が
、
こ
こ
の
巻
と
宜
令
の
馨
と
を
同
義
と
す
る

こ
と
は
必
然
性
が
薄
く
、
む
し
ろ
二
語
が
文
字
を
具
に
し
て
表
記
さ
れ
て
い
る
こ

と
こ
そ
、
重
視
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

つ
ぎ
に
偲
を
考
え
よ
う
。
先
秦
経
書
中
で
は
論
語
に
一
箇
所
、

5 

子
路
間
目
、
何
如
斯
可
謂
之
士
長
、
子
日
、
切
切
偲
偲
恰
恰
如
也
、

会
、
朋
友
切
切
偲
偲
、
兄
弟
恰
恰
、
(
子
路
)

可
謂
士

み
ぎ
の
偲
偲
を
み
る
だ
け
で
、
こ
れ
さ
え
も
釈
文
は
、
一
本
に
は
偲
に
作
る
、
と

い
い
、
論
語
中
の
偲
字
の
存
在
も
疑
わ
し
い
ほ
ど
で
あ
る
。
そ
し
て
論
語
の
切
切

偲
偲
を
、
古
注
馬
氏
は
相
切
責
之
貌
と
し
、
皇
疏
は
相
切
礎
之
貌
と
す
る
。
説
文

の
偲
強
也
の
強
に
は
、
シ
フ
・
ツ
ト
メ
テ
な
ど
の
義
も
含
み
う
る
か
ら
、
切
切
偲

偲
と
は
互
ヒ
ニ
手
ヅ
ヨ
ク
励
マ
ス
・
磨
キ
ア
フ
と
い
う
意
味
に
な
る
の
だ
、
と
考

え
て
よ
い
。
そ
し
て
ま
た
説
文
の
強
也
に
は
、
当
然
、
ツ
ヨ
シ
・
タ
ク
マ
シ
の
義



詩
経
中
の
仁
の
意
味
に
つ
い
て

竹
内

も
含
み
う
る
か
ら
、
こ
れ
を
直
令
に
当
て
て
、
美
且
偲
と
は
強
壮
の
讃
辞
で
、
武

e

者
ブ
リ
ノ
、
ミ
ゴ
ト
ニ
マ
タ
強
ゲ
ニ
ミ
ユ
ル
コ
ト
ヨ
の
意
と
解
し
え
ら
れ
、
こ
れ

で
も
句
意
は
通
ず
る
。

し
か
し
美
且
偲
を
美
且
馨
に
対
照
さ
せ
る
と
、
朱
子
の
、
震
ノ
多
キ
サ
マ
と
す

る
説
は
説
文
の
強
也
よ
り
も
更
に
優
る
よ
う
に
思
わ
れ
て
く
る

o
l
|偲
字
に
取

っ
て
強
也
の
意
味
が
文
字
本
来
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
馨
字
に
お
け
る

髪
ノ
形
容
ほ
ど
に
明
瞭
で
な
く
、
あ
る
い
は
仮
借
で
あ
る
か
も
分
ら
ず
論
語
に
つ

い
て
は
恨
の
異
字
も
挙
げ
ら
れ
て
お
る
ほ
ど
で
あ
る
か
ら
、
も
し
朱
子
説
が
妥
当

で
あ
る
な
ら
ば
、
説
文
の
説
に
拘
泥
し
な
く
て
も
よ
い
。

朱
子
説
は
左
伝
宣
公
二
年
の
、
宋
の
華
元
を
戯
固
化
す
る
趣
旨
の
俗
語
に
も
と

づ
く
。
こ
の
俗
語
は
ま
ず
華
子
の
大
メ
ダ
マ
や
タ
イ
コ
バ
ラ
の
こ
と
を
歌
っ
て
か

ら
、
そ
の
あ
と
に
、

子
思
子
思
、
業
甲
復
来
、

と
言
う
。
コ
ノ
子
思
ノ
大
将
ハ
、
ヨ
ロ
ヒ
モ
脱
ギ
捨
テ
テ
逃
ゲ
帰
ツ
テ
来
タ
ゾ
、

の
意
で
あ
り
、
子
思
を
、
杜
注
は
多
嶺
之
貌
と
し
、
釈
文
は
、
子
思
如
字
(
思
字

の
音
は
普
通
の
音
)
、
叉
西
才
反
、
多
嶺
貌
、
買
云
、
白
頭
貌
、
と
し
、
そ
の
他
に
も

説
は
あ
る
が
、
ヒ
ゲ
ム
ジ
ヤ
ノ
と
す
る
の
が
俗
語
全
体
の
趣
旨
に
ふ
さ
わ
し
い
。

そ
し
て
朱
子
は
偲
と
思
(
子
は
接
頭
語
と
し
て
)
と
を
音
通
に
見
て
、
屋
令
の
偲
の

解
を
な
し
た
の
で
あ
る
。

総
じ
て
詩
経
の
編
章
に
は
、
類
句
縁
語
の
反
復
が
多
く
、
斉
風
の
部
で
宜
令
の

す
ぐ
前
に
あ
る
甫
田
編
の
第
一
・
一
一
章
、
す
ぐ
あ
と
の
倣
笥
編
の
全
三
章
で
も
、

無
田
甫
田
、
維
券
購
騎
、
無
思
遠
人
、
労
心
初
仰
、

無
田
甫
回
、
此
琴
装
謀
、
無
思
遠
人
、
労
心
恒
恒
、
(
伝
。
甫
、
大
也
。
開
問
、
憂

労
也
。
恒
担
、
猶
問
問
也
Q

新
注
。
回
、
謂
耕
治
之
也
。
募
、
害
苗
之
草
也
Q

騎
橋
、
張
王

之
意
。
伝
。
祭
袋
、
猶
験
開
嗣
也
。
)

敵
符
在
梁
、
其
魚
紡
鰍
、
斉
子
帰
止
、
其
従
如
雲
、

敵
符
在
梁
、
主
ハ
魚
肪
鱗
、
斉
子
帰
止
、
其
従
如
雨
、

倣
符
在
、
梁
、
其
魚
唯
唯
、
斉
子
帰
止
、
其
従
如
水
、

言
盛
・
多
・
衆
。
唯
唯
、
出
入
不
制
。
)

(
伝
。
如
雲
、
如
雨
、
如
水
、

右
の
よ
う
に
異
章
同
趣
で
、
こ
の
例
は
三
一
百
編
中
に
極
め
て
多
い
。
ゆ
え
に
一
編

中
で
章
の
上
下
を
通
じ
文
意
の
類
向
性
に
注
意
し
つ
つ
読
む
べ
き
こ
と
は
、
詩
に

臨
む
と
き
の
一
原
則
で
あ
る

o
l
lそ
こ
で
、
麗
令
の
第
二
句
の
馨
を
髪
ノ
美
詞

に
解
す
べ
し
と
す
れ
ば
、
第
三
句
の
偲
を
ヒ
ゲ
ノ
美
詞
に
解
す
る
の
は
、
す
こ
ぶ

る
順
当
で
あ
る
。

さ
て
直
令
の
詩
が
猟
人
の
外
形
美
を
た
た
え
、
特
に
カ
ミ
ノ
ケ
や
ヒ
ゲ
を
歌
っ

て
ヲ
ヲ
シ
サ
・
男
性
美
を
表
現
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
少
な
く
と

も
第
二
・
一
二
章
に
お
い
で
ほ
ぼ
明
確
で
あ
り
、
ま
た
叔
子
田
の
詩
で
は
、
こ
れ
の

第
二
・
三
章
(
美
且
好
・
美
且
武
)
が
猟
人
た
る
叔
の
外
観
の
美
し
さ
を
た
た
え
る

も
の
で
あ
る
こ
と
が
、
明
瞭
で
あ
る
。
さ
す
れ
ば
、
二
つ
の
詩
の
第
一
章
の
美
且

仁
と
い
う
句
は
、
恐
ら
く
は
こ
れ
ま
た
外
形
・
身
体
ノ
美
を
表
現
す
る
も
の
で
あ

っ
て
、
仁
慈
の
ご
と
き
内
面
的
美
徳
を
言
う
も
の
と
解
す
る
の
は
、
か
え
っ
て
詩

全
体
の
趣
旨
に
調
和
せ
ぬ
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
、
と
疑
わ
れ
て
く
る
。
い
ま
、

毛
詩
中
に
美
且
武
・
美
且
偲
な
ど
の
形
式
の
句
を
他
に
求
め
る
と
、

6 ー

自
牧
帰
葉
、
淘
美
且
異
、

彼
美
孟
菱
、
淘
美
且
都
、

(
榔
風
静
女
)

(
郎
風
有
女
向
車
〉

右
が
あ
る
。
前
者
は
、
女
か
ら
贈
ら
れ
た
夷
(
つ
ば
な
)
を
、
美
シ
・
メ
ヅ
ラ
シ
と

悦
ぶ
も
の
、
後
者
は
女
の
容
姿
を
、
美
シ
・
ミ
ヤ
ピ
タ
ル
と
嘆
ず
る
も
の
で
あ

る
。
そ
こ
で
毛
詩
中
の
美
且
武
・
偲
の
類
を
す
べ
て
並
べ
る
と
、



美
且
好

美
且
武

美
且
審

美
且
偲

美
且
異

美
且
都

美
し
く
め
で
た
き
姿よそ

美
し
く
り
り
し
き
装
ひ

美
し
く
髪
き
ら
ら
か
に

美
し
く
ひ
げ
も
豊
か
に

美
し
く
い
と
め
づ
ら
か

美
し
く
み
や
び
や
か
な
る

こ
う
な
る
の
で
あ
っ
て
、
諸
句
み
な
人
、
物
の
外
観
の
美
を
表
現
し
、
ま
ず
美
と

い
う
不
定
の
美
詞
を
挙
げ
、
且
で
接
続
し
て
、
形
ヨ
シ
・
ヲ
ヲ
シ
・
ミ
ヤ
ピ
ヤ
カ

ナ
リ
な
ど
、
特
定
の
美
詞
で
締
め
る
技
巧
を
示
し
て
い
る
。

ま
た
、
説
風
伐
檀
、
秦
風
業
震
の
各
章
末
句
は
、

河
水
清
旦
漣
荷
、

河
水
清
且
直
摘
、

河
水
清
且
諭
摘
、

(
伝
。
風
行
水
成
文
目
漣
Q

疏
ぴ
路
側
、
辞
也
。
)

(
伝
。
直
、
直
波
。
〉

(
伝
。
小
風
、
水
成
文
如
輪
、
〉

道
阻
且
長
、

道
阻
且
瞬
、

道
阻
且
右
、

(
伝
。
瞬
、
升
也
。
)

ハ
築
。
右
者
一
一
白
其
迂
廻
也
。
)

み
ぎ
刀
ょ
う
で
、
末
句
同
形
に
そ
ろ
え
た
技
巧
で
あ
る
が
、
清
を
共
通
に
す
る
三

句
で
は
、
漣
・
直
・
愉
が
み
な
河
水
ノ
流
レ
カ
タ
の
限
定
詞
で
あ
り
、
阻
を
共
通

に
す
る
三
句
で
は
、
長
・
踏
・
右
が
み
な
山
道
の
続
キ
カ
タ
の
限
定
詞
で
あ
っ

て
、
こ
れ
ら
の
詩
句
に
関
す
る
限
り
、
漣
直
愉
も
し
く
は
長
瞬
右
は
三
語
み
な
同

質
の
意
味
を
表
わ
す
、
と
言
い
う
る
。
ー
ー
す
な
わ
ち
、
漣
・
直
は
水
ノ
流
レ
カ

タ
に
関
す
る
の
に
、
諭
は
水
ノ
色
に
関
す
る
と
か
、
長
・
踊
は
道
ノ
続
キ
カ
タ
の

北
大
文
学
部
紀
要

表
現
で
あ
る
の
に
、
右
は
道
ハ
バ
の
表
現
で
あ
る
と
か
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
な

、。
1
h
v
 

ゆ
え
に
、
右
の
諸
例
か
ら
推
し
て
美
且
仁
の
仁
は
、
恐
ら
く
は
、
第
一
に
外
観

美
の
表
現
で
あ
り
、
第
二
に
武
・
馨
・
偲
な
ど
に
同
質
の
、
即
ち
男
性
美
の
表
現

で
あ
ろ
う
、
と
い
う
見
込
み
を
立
て
う
る
の
で
あ
る
。

ざ
れ
ば
、
叔
子
田
・
直
令
の
詩
の
全
体
的
趣
旨
を
察
し
、
ま
た
他
編
と
の
比
較

に
お
い
て
措
辞
法
を
考
え
て
み
る
と
、
美
且
仁
を
通
念
的
に
ヤ
サ
シ
キ
・
情
ブ
カ

キ
の
類
に
解
す
る
の
は
適
当
で
な
く
、
そ
の
よ
う
な
解
釈
は
詩
の
趣
旨
を
ば
、
気

ハ
ヤ
サ
シ
グ
テ
カ
モ
チ
式
の
男
性
讃
美
に
持
っ
て
ゆ
こ
う
と
す
る
後
世
の
倫
理
主

義
・
理
想
主
義
に
属
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
の
仁
は
単
純
に
外
観
上
の
意
味
で

の
ヒ
ト
ザ
マ
ヨ
キ
・
ホ
ド
ノ
ヨ
キ
・
男
ブ
リ
ヨ
キ
・
リ
リ
シ
キ
な
ど
の
類
に
解
す

べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

毛
詩
叔
子
田
の
序
に
よ
れ
ば
、
こ
の
詩
は
鄭
の
大
叔
段
を
詠
じ
た
も
の
で
あ
る

が
、
こ
の
人
は
春
秋
隠
公
元
年
の
左
伝
・
穀
梁
伝
な
ど
に
よ
る
と
不
良
公
子
で
あ

る
か
ら
、
そ
こ
で
古
注
孔
疏
は
美
且
仁
の
句
に
つ
い
て
、

7 

仁
是
行
之
美
名
、

辞
、
非
実
仁
也
、

叔
乃
作
乱
之
賊
、

謂
之
信
美
好
而
又
仁
者
、

言
国
人
悦
之

と
弁
解
し
て
い
る
。
し
か
し
仁
が
も
し
単
な
る
外
形
ノ
美
詞
で
あ
る
な
ら
ば
、
た

と
え
真
に
こ
の
詩
の
歌
う
と
こ
ろ
が
大
叔
段
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
非
実
仁
也
な

ど
と
説
く
必
要
が
な
く
、
か
れ
は
、
そ
の
徳
は
と
も
か
く
、
外
観
は
マ
コ
ト
ニ
リ

ツ
パ
ナ
男
マ
ヘ
デ
ア
ツ
タ
と
い
う
だ
け
の
こ
と
な
の
で
あ
る
。

人2

と

き
て
以
上
は
二
詩
の
文
章
に
即
し
て
、

い
わ
ば
内
在
的
解
釈
に
よ
っ
て
美
且
仁



詩
経
中
の
仁
の
意
味
に
つ
い
て

竹
内

の
意
味
に
関
し
て
一
つ
の
想
定
を
立
て
た
わ
け
で
あ
る
が
、
次
に
こ
の
仁
を
ば
外

観
上
の
人
ガ
ラ
・
人
ザ
マ
・
男
ブ
リ
な
ど
の
美
詞
と
な
し
ラ
る
可
能
性
に
つ
い

て
、
も
う
少
し
一
般
的
な
、
も
し
く
は
積
極
的
な
考
察
を
加
え
て
み
よ
う
。
そ
れ

は
第
一
に
、
仁
・
人
二
語
の
語
縁
を
吟
味
し
て
、
二
語
の
聞
に
、
国
語
の
ヒ
ト
と

ヒ
ト
ガ
ラ
・
ヒ
ト
ザ
マ
と
の
聞
の
よ
う
な
類
縁
を
み
い
だ
し
う
る
か
否
か
を
考
察

す
る
こ
と
、
第
二
に
、
七
・
人
・
男
三
語
の
語
縁
を
吟
味
し
て
、
仁
・
人
と
男
と

の
聞
に
、
英
語
の
自
由
ロ
(
〉
・
淘
)
と

5
8
J
(淘
醇
き
)
と
の
聞
の
よ
う
な
類

縁
を
み
い
だ
し
う
る
か
否
か
を
、
考
察
す
る
こ
と
で
あ
る
。

人
・
仁
二
語
が
語
音
上
で
親
近
で
あ
る
こ
と
は
、
次
の
諸
事
例
で
察
知
さ
れ

る
。
す
な
わ
ち
、
説
文
に
仁
字
の
一
古
形
を
志
と
し
て
千
戸
と
い
い
ハ
人
部
、
段
氏

校
訂
に
拠
る
〉
、
ま
た
千
字
の
古
形
を
九
十
と
し
て
人
声
と
い
う
(
十
部
)
こ
と
、

詩
経
鄭
風
定
之
方
中
編
で
田
・
人
・
千
が
協
韻
を
な
し
、
叔
子
田
で
は
田
・
人
・

仁
が
協
韻
を
な
し
、
楚
辞
招
魂
で
人
・
千
が
協
韻
を
な
す
こ
と
、
玉
篇
(
宋
重
修
本
)

に
人
・
仁
み
な
市
真
切
、
広
韻
(
宋
重
修
本
)
に
人
・
仁
み
な
如
隣
切
、
そ
の
他
多

く
の
字
書
韻
書
お
よ
び
現
代
語
に
お
い
て
二
語
同
音
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
論
語

の
、
孝
弟
也
者
、
其
為
仁
之
本
与
、
(
学
而
〉
を
、
後
漢
書
(
延
篤
伝
)
の
一
本
は
為
人

之
本
与
に
作
り
(
銭
氏
考
呉
)
、
無
求
生
以
害
仁
、
(
衛
霊
公
)
を
唐
石
経
は
害
人
に

作
り
(
玉
氏
金
石
翠
編
巻
六
十
九
唐
碑
)
、
観
過
斯
知
仁
会
、
(
里
仁
)
を
後
漢
書
(
呉
祐

伝
)
の
一
本
は
知
人
に
作
る
(
銭
氏
考
異
)
な
ど
、
こ
れ
ら
の
事
例
が
、
仁
・
人
二

語
の
語
音
上
の
近
似
を
物
語
っ
て
い
る
。

ま
た
二
語
の
意
味
に
関
し
て
は
、
仁
字
古
形
の
一
つ
が
で
、
説
文
は
こ
れ

を
、
親
也
、
従
人
二
、
と
説
い
て
人
と
仁
と
の
意
味
関
連
を
指
し
て
い
る
こ
と
、

孟
子
尽
心
下
編
に
、
仁
也
者
人
也
、
と
あ
り
、
告
子
上
編
に
、
仁
、
人
心
也
、
と

あ
り
、
礼
記
の
中
庸
・
表
記
に
仁
者
人
也
と
あ
る
こ
と
、
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
古
代

漢
語
の
人
と
仁
と
に
対
す
る
観
念
連
合
を
認
め
う
る
が
、
た
だ
し
こ
の
連
合
は
、

あ
た
か
も
国
語
の
ヒ
ト
(
人
)
と
ヒ
ト
ガ
ヨ
イ
・
ヒ
ト
デ
ナ
シ
・
ヒ
ト
ラ
シ
ク
(
人

情
・
人
道
)
な
ど
と
の
関
連
や
、
ま
た
は
西
欧
諸
語
に
お
け
る
ヒ
ト
を
表
わ
す
語
と

ヒ
ト
タ
ル
コ
ト
を
表
わ
す
語
と
の
聞
の
類
縁
に
、
対
応
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
仁

に
外
形
上
ノ
人
ザ
マ
・
男
マ
へ
な
ど
の
意
味
を
見
い
だ
す
べ
き
直
接
的
材
料
で
は

戸久、。

φ
ん
l
vし
か
し
、
右
に
査
ベ
た
語
音
上
・
意
味
上
の
近
誌
か
ら
推
し
て
、
仁
が
人
か
ら

の
派
生
語
で
あ
ろ
う
と
い
う
見
込
み
は
ほ
ぼ
立
つ
か
ら
、
も
し
然
ら
ば
仁
が
人
か

ら
派
生
し
て
、
ヒ
ト
ラ
シ
ク
ア
ル
コ
ト
・
ヒ
ト
タ
ル
コ
ト
・
仁
愛
の
意
味
に
定
着

す
る
に
至
る
ま
で
の
過
程
で
、
単
純
に
外
観
的
な
意
味
で
の
ヒ
ト
ザ
マ
・
ヒ
ト
ガ

ラ
の
よ
う
な
意
味
を
取
る
段
階
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

l
l
|
国
語
の
ヒ
ト
ガ

ラ
に
は
、
外
見
上
と
内
面
的
と
の
両
義
が
あ
る
が
、
こ
の
事
は
こ
の
語
が
古
く
は

外
見
上
の
意
味
の
も
の
で
、
ヒ
ト
ザ
マ
・
ニ
ン
テ
イ
(
人
状
・
人
態
)
の
類
で
あ
っ

、

た
こ
と
を
想
わ
せ
る
か
ら
、
漢
語
人
の
派
生
語
中
に
も
こ
の
よ
う
な
意
味
の
も
の

が
あ
り
、
そ
れ
が
仁
の
語
で
表
わ
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
し
て

ね
い

こ
の
想
像
は
、
こ
こ
に
伎
を
介
し
て
人
・
仁
の
語
縁
を
再
考
す
る
と
き
、
臆
測
の

域
を
脱
し
う
る
と
思
わ
れ
る
。
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四

人
と
{妄君、

伎
は
、
説
文
に
、
従
女
仁
戸
(
女
部
)
、
と
あ
る
o

丁
氏
説
文
詰
林
(
人
部
)
に
よ

れ
ば
、
徐
鎧
本
説
文
に
使
従
女
信
声
と
あ
る
の
は
誤
り
で
あ
っ
て
、
徐
鑓
の
説
文

繋
伝
に
は
従
女
仁
芦
と
し
る
し
、
か
っ
一
切
経
音
義
の
所
引
説
文
に
も
仁
芦
と
あ

る
。
ま
た
春
秋
葉
公
三
十
年
左
氏
・
穀
梁
氏
の
経
文
、
天
王
殺
其
弟
侠
夫
を
、
公

羊
氏
経
文
は
年
夫
に
作
る
が
、
年
は
説
文
に
よ
る
と
従
禾
千
戸
で
あ
っ
て
、
人
・

仁
・
伎
な
ど
と
共
に
千
の
類
音
な
る
が
た
め
に
、
侵
夫
と
年
夫
と
の
(
い
ず
れ
か
を

正
と
す
る
と
こ
ろ
の
)
誤
写
を
生
じ
た
も
の
、
と
解
さ
れ
る
。
陸
氏
釈
文
は
公
羊
氏

の
年
夫
に
対
し
て
、
音
使
、
又
如
字
、
と
注
し
、
清
の
趨
氏
春
秋
呉
文
筆
は
、
俣

字
可
入
真
部
、
使
年
音
相
近
、
故
公
羊
作
年
、
と
説
き
、
か
つ
説
苑
の
、
修
文
編

の
使
王
近
於
民
遠
於
使
、
の
文
が
大
戴
礼
記
の
公
冠
編
で
は
遠
於
年
に
作
ら
れ
て



い
る
こ
と
を
、
指
摘
し
て
い
る
。

ま
た
清
の
陳
氏
今
文
尚
書
経
説
考
は
口
口
刑
編
の
、
(
今
の
偽
古
文
尚
書
で
は
)
罰
懲

非
死
人
極
於
病
、
非
使
折
獄
、
惟
良
折
獄
、
の
文
中
の
死
人
を
死
僚
に
作
る
異
本

の
あ
る
こ
と
を
挙
示
じ
、
こ
の
伎
は
人
の
意
味
の
仮
借
で
あ
っ
て
、
誤
写
と
す
る

に
は
及
ば
ぬ
と
判
定
し
、
案
、
偽
孔
本
尚
書
侠
字
作
人
、
段
玉
裁
日
、
使
与
人
、

古
同
部
同
音
、
・
:
:
此
主
漢
人
所
引
今
文
尚
書
也
、
今
未
検
得
出
何
書
、
と
い

う
O

|

|

こ
れ
は
、
下
旬
の
非
侠
折
獄
に
誘
引
さ
れ
て
上
旬
の
人
が
佐
に
誤
写
さ

れ
た
た
め
の
異
本
と
も
想
わ
れ
る
が
、
し
か
し
そ
れ
に
し
て
も
人
と
伎
と
の
語
音

が
極
め
て
ま
ぎ
れ
易
い
時
代
が
か
つ
て
有
っ
た
こ
と
の
、
推
測
材
料
に
は
な
る
。

ま
た
国
語
(
E
日
語
三
)
に
、
晋
の
恵
公
が
入
国
即
位
し
て
の
ち
、
か
ね
て
援
助
を

乞
い
報
酬
を
約
し
た
人
び
と
を
裏
切
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
輿
人
ど
も
が
歌
っ
た

し
ょ
，
フ
請
を
し
る
し
、

使
之
見
伎
、
果
喪
其
田
、

詐
之
見
詐
、
果
喪
其
賂
、

と
あ
り
、
俣
・
田
が
協
韻
を
な
し
て
い
る
。
古
代
詩
歌
に
関
す
る
協
韻
の
問
題
に

つ
い
て
は
容
易
に
結
論
は
出
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
陸
士
山
室
の
古
音
説
略
(
民
国
三

十
六
年
、
燕
京
学
報
専
号
之
二
十
)
の
、
詩
経
中
の
協
韻
な
る
も
の
が
実
は
厳
整
な
押

韻
で
あ
っ
て
、
令
と
人
・
田
と
の
協
韻
や
、
申
と
刑
・
命
と
の
協
韻
や
は
、
詩
経

詩
の
作
ら
れ
た
時
代
に
お
け
る
令
・
刑
・
命
な
ど
の
語
尾
が
真
韻
の
類
で
あ
っ
た

こ
と
を
想
わ
せ
る
、
と
説
く
考
証
(
主
と
し
て
第
十
二
章
)
は
、
僚
も
本
来
は
真
韻

の
類
の
語
で
あ
り
、
す
な
わ
ち
人
・
仁
に
近
似
の
語
韻
を
有
し
た
、
と
い
う
推
定

の
一
根
拠
と
な
す
に
足
り
る
。

次
に
侠
の
語
意
に
つ
い
て
は
、
説
文
に
は
巧
調
高
材
(
段
注
本
に
よ
る
。
説
玄
詰

林
に
よ
れ
ば
、
巧
翻
高
材
・
巧
詔
高
材
・
巧
絹
高
材
・
巧
調
高
材
・
巧
謂
口
一
材
な
ど
の
異
本
が

あ
る
。
)
と
あ
り
、
韓
詩
外
伝
(
巻
四
)
に
は
詔
也
と
あ
り
、
論
語
孔
注
に
は
、
使
人
、

北
大
文
学
部
紀
要

口
辞
捷
給
、
と
あ
り
(
公
冶
長
)
、
使
、
口
才
也
、
と
あ
る
(
落
也
)
。
詔
と
調
に
は
説

文
お
な
じ
く
訣
也
と
説
く
か
ら
、
右
の
諸
説
は
み
な
要
す
る
に
伎
に
対
す
る
通
念

的
意
味
の
、
ク
チ
サ
キ
ウ
マ
キ
を
指
す
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
意
味
に
は
孔

子
の
巧
言
令
色
鮮
失
仁
、
と
い
う
言
葉
の
類
の
、
口
才
を
美
徳
に
認
め
ま
い
と
す

る
気
分
が
含
ま
れ
て
い
る
。
国
語
(
先
に
引
い
た
晋
語
三
)
の
章
氏
注
に
は
、
使
、
偽

善
也
、
と
あ
る
。

し
か
し
俣
の
語
を
ば
専
ら
巧
言
令
色
ニ
シ
テ
実
ハ
不
仁
不
義
の
ご
と
き
意
味
に

用
い
る
に
至
っ
た
の
は
、
恐
ら
く
戦
国
時
代
以
後
の
こ
と
で
、
春
秋
時
代
に
は
な

お
必
ず
し
も
悪
詞
で
は
な
か
っ
た
、
と
想
わ
れ
る
o
l
l
-羽
子
・
韓
非
・
子
の
書

は
、
こ
れ
に
対
す
る
文
献
論
上
の
疑
義
が
全
く
無
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
相
子
・
韓

非
子
の
書
の
多
く
の
部
分
が
戦
国
時
代
の
文
献
た
る
は
確
か
で
あ
る
。
(
張
心
徴
、

偽
書
通
考
、
一
九
三
九
年
、
上
海
、
子
部
。
)
そ
し
て
二
子
の
書
に
は
口
辞
ノ
才
や
阿
訣

ノ
風
を
痛
撃
す
る
文
が
極
め
て
多
い
に
も
拘
わ
ら
ず
、
二
書
全
編
を
通
じ
て
、
わ

た
し
の
検
索
の
限
り
で
は
、
伎
と
い
う
語
を
用
い
る
こ
と
が
、
韓
子
に
は
絶
無
で

あ
り
、
布
子
に
は
俵
悦
の
語
を
三
個
存
す
る
に
過
、
ぎ
な
い
。
(
王
制
編
に
俊
悦
、
臣

道
編
に
俵
説
、
修
身
編
に
俣
党
。
楊
氏
注
は
説
・
免
は
悦
に
同
じ
と
す
る
J

ま
た
目
氏
春
秋
に
も
君
主
が
臣
の
阿
訣
迎
合
を
警
戒
す
べ
き
旨
を
説
く
文
は
す

こ
ぶ
る
多
い
が
、
伎
を
用
い
る
こ
と
は
、
審
分
覧
の
部
、
審
分
の
条
の
、
詔
訣
巧

俣
之
人
と
い
う
句
や
、
先
識
覧
の
観
世
の
条
の
、
強
者
勝
弱
、
衆
者
暴
寡
、
以
兵

相
剤
、
不
得
休
息
、
使
進
、
と
い
う
文
な
ど
、
二
、
三
箇
処
だ
け
で
あ
る
。

管
・
長
・
商
子
ら
の
書
と
称
す
る
も
の
の
、
純
粋
な
戦
国
作
品
で
な
い
こ
と
は

常
識
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
書
に
お
い
て
さ
え
」
俣
の
使
用
は
僅
少
で
あ
っ
て
、
管

子
の
巧
俣
(
重
令
編
〉
・
侯
人
(
宙
合
)
な
ど
二
、
三
回
、
長
子
に
義
侠
(
第
八
)
倭

人
(
第
二
十
一
)
な
ど
二
、
三
回
、
商
子
に
巧
侠
(
賞
刑
)
一
回
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。

孟
・
墨
・
老
・
荘
の
諸
子
の
書
は
、
右
に
引
い
た
諸
書
に
く
ら
べ
て
戦
国
の
一

層
古
い
時
代
に
そ
の
原
作
の
大
部
分
も
し
く
は
一
部
分
を
有
す
る
も
の
、
と
認
め

う
る
が
、
(
こ
れ
に
関
す
る
考
証
は
別
稿
に
ゆ
ず
る
J

墨
・
老
に
は
伎
が
一
語
も
無

9 



詩
経
中
の
仁
の
意
味
に
つ
い
て

竹
内

く
、
孟
で
は
、
孔
子
日
、
悪
使
恐
其
乱
義
也
、
(
尽
心
下
。
越
注
。
侵
入
詐
飾
似
有
義

者
。
)
と
い
う
一
文
の
み
。
ま
た
荘
子
は
、
そ
の
内
編
中
に
は
伎
を
一
つ
も
示
さ
な

い
が
、
付
加
的
な
外
・
雑
編
中
に
は
倭
人
(
在
宥
編
・
則
陽
編
)
・
俣
詔
(
秋
水
)

な
ど
の
語
を
二
、
一
ニ
回
用
い
、
か
っ
、
莫
之
顧
市
進
之
、
謂
之
候
、
希
意
道
一
す
一
口
、

謂
之
詔
、
(
漁
父
)
と
い
う
文
を
も
存
す
る
。

戦
国
諸
家
の
説
を
伝
え
る
書
中
の
使
に
つ
い
て
、
右
の
よ
う
な
使
用
状
況
を
み

れ
ば
、
悪
詞
と
し
て
の
伎
は
戦
国
の
早
期
に
は
ま
だ
常
用
的
な
語
で
な
く
、
戦
国

の
晩
期
に
至
っ
て
も
、
な
お
言
論
上
に
頻
発
す
る
ほ
ど
の
常
用
語
で
は
な
か
っ

た
と
い
う
推
察
が
つ
く
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、
戦
国
時
代
を
通
じ
て
使
を
悪
詞
に
用
い
る
慣
習
が
さ
ほ
ど
に
普
遍
的

で
は
な
か
っ
た
ら
し
い
こ
と
に
並
行
し
て
、
春
秋
時
代
か
ら
戦
国
に
か
け
て
、
伎

を
美
詞
に
用
い
る
慣
習
の
、
た
と
え
微
弱
で
あ
ろ
う
と
も
、
と
に
か
く
存
在
し
た

こ
と
が
不
使
と
い
う
語
の
残
存
に
よ
っ
て
推
定
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
左
伝
に
は

寡
人
不
使
(
成
十
三
・
僅
十
・
十
五
・
昭
二
十
五
・
哀
二
十
)
、
孤
不
使
(
昭
二
十
二
)
、

亡
人
不
使
(
昭
二
十
〉
、
臣
不
侠
(
裏
二
十
六
・
昭
二
十
)
な
ど
が
見
え
国
語
に
は
余
一

人
不
使
(
周
語
之
中
)
、
我
不
使
(
皿
国
語
一
)
、
夷
吾
不
使
(
晋
語
二
、
夷
吾
は
耳
目
の
恵
公

の
名
)
な
ど
が
あ
り
、
戦
国
策
に
寡
人
不
使
(
秦
策
上
・
燕
策
下
)
・
臣
不
使
(
燕

策
下
)
な
ど
が
用
い
て
あ
り
、
ま
た

左
伝
成
公
十
六
年
、
諸
臣
不
使
、
杜
注
、
使
、
才
也
、

晋
語
二
、
夷
吾
不
使
、
牛
耳
昭
注
、
使
、
才
也
、

と
あ
る
よ
う
に
、
不
僚
で
白
謙
の
詞
と
な
り
、
フ
ツ
ツ
カ
モ
ノ
を
表
わ
す
。
ゆ
え

に
不
俣
の
伎
は
美
詞
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
仮
り
に
俊
才
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
と
、

一
般
に
悪
調
が
美
詞
に
転
ず
る
こ
と
は
稀
で
、
美
詞
が
悪
詞
に
化
す
る
こ
と
の
方

が
多
い
の
だ
か
ら
、
伎
の
語
義
の
来
歴
に
お
い
て
使
才
の
意
味
が
俵
姦
の
意
味
よ

り
も
古
い
と
認
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
不
伎
は
、
左
伝
や
国
語
に
比
し
て
も

っ
と
文
献
的
純
度
の
高
い
春
秋
公
羊
伝
に
も
、
僅
少
と
は
い
え
存
録
さ
れ
て
い
る

か
ら
、
(
昭
一
一
十
五
伝
に
巨
不
使
お
よ
び
喪
人
不
伎
の
語
が
あ
り
、
突
入
は
魯
の
昭
公
が
出
国

中
の
謙
詞
J

春
秋
戦
国
の
際
の
古
語
た
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

ま
た
、
先
に
挙
げ
た
春
秋
裏
公
三
十
年
経
文
の
王
子
使
夫
と
年
夫
と
の
正
誤
に

関
し
て
、
も
し
左
穀
に
従
い
俊
夫
を
正
と
す
れ
ば
、
こ
の
、
人
名
た
る
伎
は
恐
ら

く
美
詞
で
あ
ろ
う
。
左
伝
昭
公
二
十
四
年
・
二
十
九
年
に
周
の
陰
不
安
な
る
人
物

が
登
場
し
て
い
る
が
、
こ
の
不
使
は
故
意
に
悪
詞
も
し
く
は
謙
詞
を
取
る
命
名
法

に
も
と
づ
く
と
察
せ
ら
れ
る
か
ら
、
こ
れ
に
対
照
す
る
と
王
子
使
夫
の
方
は
美
詞

と
し
て
の
伎
を
用
い
た
も
の
、
と
解
さ
れ
る
。

右
の
よ
う
な
、
伎
に
美
詞
た
る
古
義
が
あ
っ
た
と
い
う
推
則
は
、
こ
れ
を
論
語

中
の
伎
に
照
合
す
る
と
き
に
一
層
確
実
に
な
る
。
論
語
に
は

或
目
、
第
也
仁
不
使
、
子
目
、
鷲
用
使
、
禦
人
以
口
給
、
屡
憎
於
人
、
不
知
其

仁
、
鷲
用
使
、
(
公
冶
長
。
孔
注
ω

倭
人
。
口
辞
捷
給
)

子
日
、
不
有
祝
舵
之
使
而
宋
朝
之
美
、
難
乎
、
免
於
今
之
世
会
、
(
薙
也
。
孔
注
。

候
、
口
才
也
、
祝
舵
、
衛
大
夫
子
魚
也
)

子
日
、
是
故
悪
夫
使
者
、
(
先
進
ω

孔
注
。
疾
其
口
絵
応
遂
己
非
、
而
不
知
窮
〉

徴
生
畝
謂
孔
子
日
、
丘
何
為
是
栖
栖
者
与
、
無
乃
為
使
乎
、
孔
子
日
、
非
敢
為

使
也
、
疾
固
也
、
(
憲
問
。
皇
疏
。
微
生
畝
見
孔
子
東
西
逗
退
、
屡
選
不
合
、
故
言
、
丘

何
是
為
此
栖
栖
乎
、
将
欲
行
詐
侠
之
事
於
時
世
乎
)

顔
淵
間
為
邦
、
子
日
、
放
鄭
声
、
遠
侵
入
、
鄭
声
涯
、
使
人
殆
、
(
衛
霊
公
。

孔
注
。
鄭
声
侯
人
亦
倶
能
惑
人
心
)

孔
子
日
、
益
者
三
友
、
損
者
三
友
、
:
:
:
友
便
使
、
損
也
、
(
季
氏
。
既
氏
校
勘

記
。
使
使
、
説
文
引
作
一
読
位
、
一
誠
、
巧
言
也
o

郡
注
。
使
、
弁
也
、
謂
使
而
弁
也
)
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こ
れ
ら
六
項
の
俣
が
あ
る
。

こ
の
う
ち
公
冶
長
編
の
仁
而
不
使
に
つ
い
て
劉
氏
正
義
が
、
当
時
尚
使
、
見
薙

不
使
故
深
惜
之
、
と
い
う
の
は
妥
当
で
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
て
荒
用
侵
と
答
え
た



孔
子
や
、
孔
子
を
す
ら
無
乃
為
俣
乎
と
非
難
し
た
徴
生
畝
や
、
か
れ
ら
は
伎
に
対

す
る
世
の
風
尚
に
向
か
っ
て
異
論
を
放
つ
人
び
と
で
あ
っ
た
、
と
想
わ
れ
る
。

ま
た
祝
舵
之
俣
・
宋
朝
之
美
に
対
す
る
皮
肉
や
、
鄭
声
・
侯
人
に
つ
い
て
の
警

ぴ

告
は
、
孔
子
が
世
俗
的
の
美
は
浅
薄
で
あ
り
、
虚
偽
で
あ
っ
て
、
真
実
の
美
は
道

徳
的
善
に
一
致
す
べ
く
、
感
覚
的
・
官
能
的
の
美
に
対
す
る
倫
理
的
の
美
、
す
な

わ
ち
善
の
優
越
が
認
識
さ
る
べ
き
で
あ
る
、
と
考
え
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
が
、

こ
れ
は
自
然
に
当
時
の
侠
、
が
後
世
の
ご
と
き
悪
詞
で
は
な
く
て
、
何
ら
か
の
意
味

に
お
け
る
美
詞
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
で
あ
ろ
う
。
|
|
容
姿
が
美
シ
イ
と
か
口目ん

ノ
キ
キ
カ
タ
ガ
ウ
マ
イ
と
か
は
、
そ
の
こ
と
自
体
と
し
て
は
排
斥
さ
れ
る
べ
き
票一

ぷ賦
・
性
能
で
は
な
く
、
む
し
ろ
世
人
の
う
ら
み
、
ほ
め
た
た
え
る
美
質
・
美
才
で

あ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
外
面
的
・
外
発
的
の
美
に
対
す
る
内
面
的
・
徳
性
的
の
美

の
優
越
の
主
張
に
お
い
て
、
容
姿
ノ
美
や
辞
令
ノ
巧
を
蔑
視
し
よ
う
と
す
る
傾
向

の
生
ず
る
こ
と
も
、
ま
た
世
の
常
で
あ
り
、
こ
れ
は
孔
子
時
代
の
み
の
現
象
で
は

「九、。

ふん

Lす
な
わ
ち
伎
は
春
秋
時
代
の
後
半
期
に
起
っ
た
、
孔
子
の
意
向
を
も
っ
て
そ
の

典
型
と
す
る
よ
う
な
、
巧
言
令
色
へ
の
反
発
思
想
の
た
め
に
次
第
に
変
貌
せ
し
め

ら
れ
、
戦
国
時
代
を
過
ぎ
る
あ
い
だ
に
、
い
つ
し
か
美
詞
た
る
元
意
を
喪
失
し
て

し
ま
っ
た
、
古
語
の
一
つ
で
あ
り
、
孔
子
時
代
に
は
な
お
、
気
ガ
利
イ
テ
ヰ
ル
・

ジ
ヨ
サ
イ
ナ
イ
・
応
待
ガ
ウ
マ
イ
な
ど
の
外
発
的
才
能
に
関
す
る
美
詞
た
る
性
質

を
も
十
分
に
保
留
し
て
い
た
も
の
、
と
想
わ
れ
る
。

し
て
み
れ
ば
、
論
語
に
は
六
回
に
わ
た
っ
て
出
る
僚
が
、
老
墨
孟
子
・
荘
子
内

編
・
韓
非
子
に
は
絶
無
で
あ
り
、
(
孟
子
中
の
一
出
は
孔
子
の
語
、
)

6

荷
子
・
日
覧
に

も
僅
少
で
あ
る
と
い
う
現
象
は
、
こ
れ
を
次
の
ご
と
く
に
解
釈
し
う
る
。

す
な
わ
ち
、
孔
子
時
代
に
お
け
る
孔
子
的
傾
向
の
使
才
排
斥
思
想
の
た
め
に
、

僚
の
美
詞
た
る
古
意
が
薄
弱
と
な
っ
た
か
ら
、
従
っ
て
諸
子
の
論
中
に
美
詞
の
佐

が
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
無
い
が
、
し
か
も
俣
の
悪
詞
た
る
新
意
味
は
ま
だ
確
立
せ

ず
、
不
僚
が
謙
詞
と
し
て
通
用
す
る
よ
う
な
遺
習
も
あ
っ
た
ほ
ど
だ
か
ら
、
従
つ

北
大
文
学
部
紀
要

て
諸
子
の
論
中
に
悪
詞
の
使
は
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
無
く
て
過
ぎ
、
戦
国
末
期
に

至
っ
て
漸
く
使
姦
の
義
の
使
が
積
極
的
に
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ

る
oな
お
、
右
の
考
察
に
関
連
し
て
こ
こ
に
指
摘
し
て
お
き
た
い
五
つ
の
事
項
が
あ

る
。
す
な
わ
ち
、

付
左
伝
に
は
姦
人
邪
臣
の
言
行
や
そ
の
批
評
が
多
く
記
る
さ
れ
て
い
る
の

に
、
使
姦
の
意
味
の
伎
は
一
つ
も
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
の
事
は
、
左
伝
の
文

が
、
俣
に
関
す
る
限
り
、
春
秋
時
代
と
い
う
も
の
に
対
し
て
忠
実
で
あ
る
こ
と
を

示
す
、
と
思
わ
れ
る
。

同
公
羊
伝
に
は
悪
詞
た
る
伎
が
一
回
用
い
ら
れ
て
い
る
。
荘
公
十
七
年
経
文

の
、
斉
人
執
鄭
膿
、
鄭
謄
自
斉
逃
来
、
に
つ
い
て
、
伝
文
に
、
此
鄭
之
徴
者
、
何

言
乎
斉
人
執
之
、
書
甚
俊
也
、
:
:
:
自
斉
逃
来
、
何
以
書
、
書
甚
信
也
、
目
、

使
人
来
実
、
侵
入
来
会
、
と
あ
る
o

た
だ
一
回
で
は
あ
る
が
す
こ
ぶ
る
激
し
く
使

人
に
反
発
し
て
お
り
、
そ
こ
が
い
か
に
も
孔
子
的
で
あ
る
o
l
-
-
左
伝
に
案
ず
れ

ば
鄭
躍
は
鄭
の
行
人
と
し
て
斉
に
使
い
し
た
人
。
鄭
は
小
国
を
も
っ
て
大
国
の
間

に
あ
っ
た
た
め
に
、
そ
の
外
交
官
は
殊
に
辞
令
に
優
れ
て
い
た
か
ら
、
謄
も
定
め

し
伎
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
の
俊
才
は
当
時
必
ず
し
も
悪
徳
で
な
か
っ

た
わ
け
だ
が
、
孔
子
的
意
向
に
お
い
て
は
排
斥
す
べ
き
も
の
と
な
っ
た
。
ゆ
え
に

鄭
謄
が
鄭
の
行
人
で
あ
り
口
才
ノ
人
で
あ
っ
た
と
す
る
と
、
公
羊
伝
の
こ
の
伝
文

内
容
は
、
忠
実
な
孔
子
教
徒
た
る
公
羊
氏
の
言
い
ぶ
ん
と
し
て
は
、
も
っ
と
も
だ

が
、
か
な
り
誇
張
さ
れ
た
伎
の
非
難
だ
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

な
お
穀
梁
伝
に
は
、
た
だ
、
鄭
謄
、
鄭
之
使
人
也
、
と
の
み
あ
る
。

同
国
語
に
は
不
伎
の
ほ
か
に
伎
を
用
い
た
文
は
、
先
に
挙
げ
た
、
俊
之
見

使
、
果
喪
其
田
、
云
々
の
民
謡
の
み
で
あ
る
。
こ
の
俊
を
章
注
は
偽
善
と
説
く
け

れ
ど
も
、
も
し
こ
の
歌
が
真
に
晋
の
恵
公
時
代
(
恵
公
死
は
孔
子
生
の
約
百
年
前
)
の

も
の
で
あ
れ
ば
、
先
述
の
推
察
に
照
ら
し
て
、
偽
善
の
ご
と
き
悪
詞
な
の
で
は
な

く
、
単
に
利
口
ノ
・
巧
言
ノ
と
い
う
意
味
に
と
ど
ま
る
べ
く
、
俊
之
見
使
云
云
と
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詩
経
中
の
仁
の
意
味
に
つ
い
て

竹
内

は
、
利
口
ガ
利
口
ニ
ジ
テ
ヤ
ラ
レ
:
:
:
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

同
尚
書
舜
典
の
任
人
と
い
う
語
、
皐
陶
誌
の
巧
言
令
色
孔
壬
と
い
う
句
と
に

つ
い
て
、
偽
孔
伝
は
、
任
・
壬
を
伎
に
通
ず
る
も
の
と
解
し
、
爾
雅
釈
詰
に
も

任
・
壬
ハ
侠
ナ
リ
と
説
く
。
こ
の
事
は
伎
が
語
音
上
で
壬
・
任
に
同
類
で
あ
っ
た

こ
と
の
推
測
資
料
に
は
な
る
が
、
真
に
舜
需
の
古
代
(
舜
高
の
実
在
か
否
か
は
と
も
か

く
、
周
よ
り
も
逢
か
な
古
代
〉
に
俣
姦
の
意
味
の
倍
(
壬
・
任
)
が
存
在
し
た
こ
と
の
推

測
材
料
に
は
な
ら
な
い
。
舜
典
・
皐
陶
誌
に
、
も
し
そ
の
意
味
の
伎
が
あ
る
と
す

れ
ば
、
そ
の
事
は
、
こ
れ
ら
の
文
章
の
作
ら
れ
た
の
が
、
使
才
に
対
す
る
指
弾
の

生
じ
た
時
代
、
即
ち
春
秋
時
代
の
後
期
以
後
に
在
る
こ
と
を
示
す
、
と
思
わ
れ

る。
同
尚
室
田
呂
刑
に
は
、
非
俣
折
獄
、
惟
良
折
獄
、
と
い
う
文
が
あ
り
、
偽
孔
伝

に
、
非
口
才
可
以
断
獄
、
惟
平
良
可
以
断
獄
、
と
あ
る
。
原
文
で
侠
が
良
に
対
比
さ

れ
、
信
才
を
ば
好
マ
シ
カ
ラ
ヌ
才
能
と
み
て
い
る
こ
と
が
確
か
で
あ
る
。
ゆ
え
に

呂
刑
編
も
舜
典
・
牟
陶
設
に
同
じ
く
春
秋
後
期
以
後
の
作
で
あ
ろ
う
こ
と
が
、
伎

を
含
む
文
に
関
す
る
限
り
、
推
察
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
口
口
刑
序
文
の
、
穆
王

(
そ
の
在
位
の
末
年
は
春
秋
魯
の
隠
公
元
年
の
約
二
百
年
前
)
、
が
口
口
侯
に
命
じ
て
編
述
さ

せ
た
と
い
う
言
葉
は
、
信
じ
が
た
い
。

さ
て
先
述
の
よ
う
に
、
孔
子
時
代
に
は
俣
に
な
お
社
交
的
美
才
・
対
人
態
度
ノ

洗
練
の
ご
と
き
意
味
が
保
有
さ
れ
て
い
た
、
と
い
う
推
定
、
お
そ
び
、
僚
が
人
・

仁
に
同
類
音
の
語
た
る
由
来
を
持
つ
、
と
い
う
推
定
の
上
に
立
つ
と
、
伎
の
原
初

的
な
語
意
は
、
ミ
バ
エ
ノ
ス
ル
人
ガ
ラ
・
ヨ
イ
人
ザ
マ
の
類
で
あ
っ
て
、
こ
れ
が

転
じ
て
ヒ
ト
ヅ
キ
ノ
ヨ
イ
コ
ト
・
ジ
ヨ
サ
イ
ナ
サ
・
利
ロ
の
類
と
な
っ
た
。
と
想

像
さ
れ
る
。

伎
と
人
・
仁
と
の
語
音
上
の
親
縁
、
が
同
時
に
語
意
上
の
同
原
性
を
表
示
す
る
も

の
、
と
の
想
定
に
立
つ
限
り
は
、
俊
才
の
ご
と
き
主
体
的
、
意
識
的
な
才
能
発
揮

を
ば
表
示
す
る
語
の
、
そ
の
原
初
的
意
味
は
、
仮
り
に
佐
美
と
で
も
呼
ぶ
べ
き
、

客
観
的
・
外
形
的
な
美
姿
・
美
態
の
形
容
で
あ
っ
た
、

る。

と
解
す
る
の
が
妥
当
で
あ

こ
こ
に
お
い
て

λ
・
仁
・
俣
の
三
語
を
並
べ
て
考
え
る
と
、
ま
ず
、

味
の
人
が
あ
り
、
人
ノ
ミ
エ
カ
タ
・
人
ザ
マ
・
人
ガ
ラ
、
お
よ
び
人
ヅ
キ

態
度
)
の
意
味
が
人
に
付
加
さ
れ
て
、
こ
こ
に
仁
、
が
派
生
し
、
良
キ
人
ガ
ラ
|
情

ブ
カ
キ
を
表
わ
し
、
別
に
僚
が
派
生
し
て
、
ヒ
ト
ヅ
キ
ヨ
キ
l
利
口
ノ
を
表
わ
す

に
至
っ
た
も
の
で
、
仁
・
侯
と
も
に
元
意
で
は
人
ノ
ミ
エ
カ
タ
|
良
グ
美
シ
ク
見

エ
ル
人
ザ
マ
の
こ
と
で
あ
っ
た
、
と
察
せ
ら
れ
る
。

以
上
、
使
に
つ
い
て
考
察
し
た
と
こ
ろ
を
要
約
し
て
、
そ
れ
と
仁
の
古
義
の
一

っ
と
の
関
係
を
言
え
ば
次
の
よ
う
で
あ
る
。
|
|
伎
は
語
音
上
で
仁
に
近
く
、
二

語
は
人
か
ら
派
生
し
た
姉
妹
語
た
る
見
込
み
を
立
て
得
る
が
、
こ
の
推
測
は
、
仁

の
古
義
が
ヒ
ト
ノ
見
エ
カ
タ
・
人
ノ
外
観
を
含
む
、
と
い
う
推
測
を
可
能
に
す

る
。
も
し
然
ら
ず
と
す
れ
ば
、
俣
が
も
と
侠
美
・
俊
才
の
ご
と
き
美
詞
的
意
味
を

持
ち
、
し
か
も
仁
に
近
似
の
語
音
を
持
つ
こ
と
の
原
因
が
、
理
解
し
が
た
く
な
る

の
で
あ
る
。

ヒ
ト
の
音
山
(
対
人
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五

だ
ん

仁
・
人
と
男

説
文
(
男
部
)
に
、
男
、
丈
夫
也
、
従
回
力
、
言
男
子
力
於
田
也
、
と
あ
り
、

会
意
文
字
に
説
く
が
、
田
は
声
符
と
も
解
し
得
る
。
か
の
叔
子
田
で
は
人
・
仁
・

田
、
が
協
韻
を
な
し
、
耳
目
語
で
侠
・
田
が
協
韻
を
な
す
か
ら
、
人
仁
佳
男
四
語
の
類

音
関
係
は
既
に
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
班
氏
自
虎
通
義
(
爵
部
)
に

王
制
目
、
公
侯
田
方
百
里
、
伯
七
十
里
、
子
男
五
十
里
、
:
:
・
公
者
通
也
、
公

正
無
私
之
意
也
、
侯
者
候
也
、
候
順
逆
也
、
:
:
:
伯
者
由
也
、
:
:
・
子
者
整

也
、
:
:
:
男
者
任
也
、



と
あ
る
が
、
清
の
陳
氏
自
虎
通
疏
証
ハ
一
)
は
、

付
経
典
釈
文
に
よ
れ
ば
孝
経
孝
治
章
の
鄭
玄
注
に
、
伯
者
道
、
男
者
任
、
と

あ
る
。

伺
尚
書
高
貢
の
二
百
旦
男
動
が
史
記
夏
本
紀
で
は
佐
島
に
作
ら
れ
て
い
る
。

同
白
虎
通
の
文
は
公
侯
伯
子
男
を
通
候
白
撃
な
ど
の
畳
韻
語
や
類
音
語
で
解

く
も
の
だ
か
ら
、
男
と
任
と
も
古
音
上
で
は
相
い
近
似
す
る
語
音
で
あ
っ

た
の
で
あ
る
う
。

み
ぎ
三
項
そ
の
他
を
挙
げ
て
、
男
・
任
二
語
が
本
来
は
同
類
音
の
語
で
あ
る
、
と

説
く
。
|
|
漢
書
(
伝
六
十
九
)
王
葬
伝
に
、
王
氏
一
族
の
封
爵
の
件
を
叙
し
て
、

細
麻
為
男
、
其
女
皆
為
任
、
と
い
う
文
が
あ
り
、
そ
の
頭
注
に
、
任
、
充
也
、
男

服
之
義
、
男
亦
任
也
、
と
あ
る
が
、
朱
氏
説
文
通
訓
定
声
(
臨
部
)
は
こ
の
佐
に
つ

い
て
、
按
亦
男
爵
也
、
易
其
字
以
別
男
子
之
称
耳
、
と
い
う
。
即
ち
こ
の
漢
書
の

記
事
は
、
同
じ
筆
者
(
班
氏
)
に
よ
る
白
虎
通
義
の
、
男
日
任
説
と
あ
い
表
裏
し
て

い
る
わ
け
で
あ
る
。

ま
た
舜
典
の
、
柔
遠
能
週
:
:
:
而
難
任
人
、
の
任
、
お
よ
び
皐
陶
謀
の
、
何
畏

乎
巧
言
令
色
孔
壬
、
の
壬
に
つ
い
て
偽
孔
伝
は
伎
ナ
リ
と
い
う
。
こ
れ
は
爾
雅
釈

詰
の
、
允
・
任
・
壬
、
使
也
、
の
文
に
符
合
す
る
か
ら
、
舜
典
・
皐
陶
謀
・
偽
孔

伝
の
来
歴
に
関
す
る
検
討
は
待
た
ず
と
も
、
と
に
か
く
漢
代
に
は
任
・
壬
と
伎
と

を
同
音
に
扱
い
う
る
と
す
る
伝
承
の
あ
っ
た
こ
と
は
、
確
か
で
あ
る
。

ま
た
論
語
陽
貨
編
の
、
子
日
、
色
属
市
内
荏
、
警
諸
小
人
、
其
猶
穿
罷
之
盗
也

与
、
の
荏
に
つ
い
て
孔
注
は
、

荏
、
柔
也
、
謂
外
自
払
打
席
而
内
柔
使
者
也
、

と
い
い
、
皇
疏
所
引
の
江
氏
の
説
に
は
、

古
聖
難
於
荏
人
、
今
夫
子
又
苦
為
之
轍
云
云

と
あ
る
。
孔
注
は
荏
と
侯
と
の
語
縁
を
積
極
的
に
提
示
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、

江
氏
説
は
舜
典
の
任
人
を
も
っ
て
こ
の
荏
に
同
視
し
た
わ
け
で
あ
る
。

右
の
よ
う
に
任
・
男
の
音
通
と
、
任
・
伎
の
音
通
と
を
並
べ
て
み
れ
ば
、
野
が

北
大
文
学
部
紀
要

使
ー
仁
・
人
に
同
類
音
の
語
に
属
す
る
と
推
測
す
る
こ
と
は
、
不
可
能
で
な
い
。

か
っ
、
ヒ
ト
を
表
わ
す
語
と
ヲ
ト
コ
を
表
わ
す
語
と
が
、
し
ば
し
ば
同
原
的
で
あ

る
こ
と
は
、
西
洋
諸
語
に
も
そ
の
例
が
あ
る
か
ら
、
す
で
に
男
|
任
l
俣
の
語
音

関
係
が
認
め
ら
れ
る
以
上
、
漢
語
の
凪
か
は
も
と
ん
の
派
生
で
あ
っ
て
、
骨

-
bと

は
姉
妹
語
の
関
係
に
あ
る
、
と
い
う
想
定
も
、
単
な
る
臆
説
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

ー.L.
ノ、

美
且
仁
の
意
味

さ
て
上
来
の
考
察
は
、
一
に
仁
・
人
二
語
の
、
二
に
人
・
仁
・
俊
三
語
の
、
三

に
男
・
人
二
語
の
、
そ
れ
ぞ
れ
同
原
性
を
推
定
し
、
も
し
く
は
想
定
し
た
も
の
で

あ
る
が
、
こ
れ
ら
三
項
の
目
的
は
、
叔
子
田
・
車
令
の
美
且
仁
を
、
ヒ
ト
ザ
マ
ヨ

キ
・
男
ブ
リ
ヨ
キ
の
意
味
に
解
し
う
る
た
め
の
、
客
観
的
資
料
を
む
の
語
原
論
か

ら
検
出
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
検
出
さ
れ
た
の
は
、

付
仁
・
伎
は
人
か
ら
分
出
し
た
姉
妹
語
で
あ
っ
て
、
人
ノ
外
観
|
人
ノ
外
観

ノ
美
を
共
通
元
意
と
す
る
、
と
い
う
推
測
が
可
能
で
あ
る
こ
と
。

同
男
は
人
の
派
生
語
で
あ
っ
て
、
仁
・
僚
に
深
い
語
縁
を
有
す
る
、
と
い
う

推
測
が
可
能
で
あ
る
こ
と
。

こ
の
二
項
で
あ
る
。

い
ま
右
の
二
項
を
、
先
述
の
叔
麗
二
詩
に
関
す
る
内
面
的
考
察
の
結
論
に
加
え

て
、
二
詩
の
美
且
仁
の
句
に
つ
い
て
の
、
わ
た
し
の
検
討
の
す
べ
て
を
要
約
す
る

と
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

第
一
に
、
二
詩
の
表
現
の
全
体
的
趣
旨
は
、
男
子
を
、
そ
の
男
ブ
リ
の
最
も
そ

く
発
揚
さ
れ
る
機
会
の
一
っ
た
る
狩
猟
に
お
い
て
讃
美
す
る
も
の
、
男
ノ
讃
歌

で
あ
る
。
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第
二
に
、
美
且
仁
は
、
こ
の
類
の
句
法
か
ら
推
し
て
、
外
観
美
の
表
現
で
あ

る。第
三
に
、
仁
は
僚
と
共
に
人
か
ら
派
生
し
、
ミ
バ
エ
ノ
ス
ル
人
ガ
ラ
を
元
意
と



詩
経
中
の
仁
の
意
味
に
つ
い
て

竹
内

し
て
含
み
、
か
つ
男
に
も
向
原
的
で
あ
っ
て
、
男
。
フ
リ
の
観
念
に
緊
密
で
あ

る
、
と
推
測
し
う
る
。

ゆ
え
に
こ
の
三
条
に
よ
っ
て
、
美
且
仁
の
仁
は
、
ヲ
ヲ
シ
キ
・
リ
リ
シ
キ
と
い

う
意
味
を
表
わ
す
、
と
解
釈
す
べ
き
で
あ
る
。
古
来
の
注
釈
中
、
結
論
的
に
わ
た

し
の
推
定
と
一
致
す
る
の
は
、
た
と
え
ば
宋
の
荘
処
義
の
毛
詩
補
伝
(
逸
斎
詩
補
伝

巻
七
)
の
、

詩
人
考
美
叔
段
、
:
:
:
美
且
仁
、
謂
其
威
儀
也
、
:
:
:
是
詩
三
章
皆
賦
也
、

と
い
う
、
叔
子
回
を
単
純
な
狩
猟
公
子
の
外
観
の
讃
歌
と
す
る
説
で
あ
る
。
た
だ

し
同
書
は
宜
令
に
つ
い
て
は
、

仁
、
仁
愛
也
、
:
:
:
嘆
其
人
美
而
有
仁
愛
、

(
巻
八
)

と
釈
し
て
、
詩
経
の
仁
に
つ
い
て
定
見
な
き
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

な
お
、
こ
の
仁
を
ヲ
ヲ
シ
キ
・
リ
リ
シ
キ
と
解
す
べ
し
と
す
る
私
見
は
、
た
と

え
男
と
人
・
仁
・
侠
と
の
語
縁
は
肯
定
さ
れ
ず
と
も
、
仁
と
人
・
使
と
の
同
原
性

が
認
定
さ
れ
う
る
限
り
は
、
仁
を
ミ
バ
エ
ノ
ス
ル
人
ガ
ラ
と
は
解
し
う
る
の
だ
か

ら
、
そ
の
意
味
を
ば
、
こ
の
二
詩
の
文
中
で
は
ヲ
ヲ
シ
キ
・
リ
リ
シ
キ
に
限
定
し

う
る
も
の
と
し
て
、
成
立
す
る
で
あ
ろ
う
。

あ

と

が

主

詩
経
・
書
経
中
の
も
の
を
含
ん
で
春
秋
時
代
以
前
の
、
古
い
仁
の
意
味
に
関
し

て
は
、
加
藤
常
賢
博
士
の
、
尚
書
講
義
・
金
牒
・
予
仁
若
考
の
解
、
説
文
の
ん
字

解
、
仁
人
論
、
そ
の
他
や
、
陳
栄
捷
氏
の
、
孔
子
の
仁
の
展
開
論
や
、
屈
万
里
氏

の
詩
経
小
雅
四
月
・
匪
人
の
解
や
、
そ
の
他
参
考
す
べ
き
研
究
が
少
な
く
な
い
。

そ
れ
ら
に
対
す
る
感
想
や
、
そ
れ
に
よ
っ
て
反
省
を
加
え
た
、
仁
に
関
す
る
私
見

全
体
の
開
陳
に
は
別
の
機
会
を
得
た
い
。

な
お
、
こ
の
稿
を
書
い
た
の
ち
に
、
韓
非
子
中
で
、
有
度
篇
に
俵
姦
の
意
味
の

伎
を
一
つ
み
つ
け
た
。
た
だ
し
有
度
篇
は
韓
非
子
の
後
人
の
作
か
と
強
く
疑
わ
れ

て
い
る
。
(
張
氏
偽
書
通
考
、
そ
の
他
)

昭
和
三
六
年
夏
記
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